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将来都市像及び都市づくりの目標の実現に向けて、本市が将来目指す都市の姿として将来都市構造を定め
ます。

(1) 基本方針
本市では概ね10年後の令和12年（2030年）まで人口増加は継続し、その後もしばらくはその水準が維持さ

れる見通しですが、社会増が続く本市であっても長期的にみると人口が横ばいになることが予測されます。また、
人口動向の変化により、市街地の人口密度が低下し、一定の人口集積に支えられて成立する都市機能の確保・
維持が困難になることが懸念されます。
このため、将来の人口動向に対応するとともに、財政面での持続可能な都市運営、災害に強く環境にやさし
い都市構造の実現に向け、当面の人口増加に対応した住居系市街地を確保しつつ、大府駅や共和駅周辺など
を中心に、居住機能や商業・医療・福祉などの都市機能を集積し、これらの都市的サービスを誰もが容易に享
受できるよう、各地域を相互につなぐネットワークが形成された集約型都市構造を構築します。

3 将来都市構造

(2) 将来都市構造
①拠点
都市拠点
利便性が高く暮らしやすい『集約型都市』の実現に向け、本市の玄関口にふさわしいにぎわいと魅力

を備えた都市空間を形成するため、鉄道駅周辺において、商業機能をはじめとする多様な都市機能の
充実を図るとともに、それらを支える居住機能の誘導、さらに交通結節点の機能の強化を図ります。

観光交流拠点
にぎわいと活気に満ちた『活力都市』の実現に向け、市内外からの交流の拡大を図り、多様な交流を
促進するため、あいち健康の森公園や白 池周辺において、観光交流施設の整備や利用増進を図ると
ともに、集客機能の強化を図ります。
文化交流拠点
にぎわいと活気に満ちた『活力都市』の実現に向け、市民の文化や交流に係わる活動を促進するため、
図書館機能、文化・学習機能を有するおおぶ文化交流の杜や愛三文化会館（大府市勤労文化会館）並び
に大倉公園及び桃山公園周辺の利用増進を図ります。
地域拠点

人もまちも健康で、心身ともに健やかに暮らし続けることができる『安心・安全都市』の実現に向け、
地域の活性化を促進するため、地域文化の向上や交流・ふれあいの場となっている公民館及びその周
辺において、地域のまちづくり活動を促進します。

緑の拠点
環境にやさしく、地域の個性や魅力が輝く『快適都市』の実現に向け、市民がより一層身近な緑に親

しむことができるようにするため、まとまった緑が確保された主要な公園の利用増進を図ります。
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②ゾーン
住居系市街地ゾーン

市街化区域における既存の住宅地では、道路、公園などの都市基盤の維持・充実を図るとともに、快
適な歩行環境や多様な市民が集える場づくりなどにより、環境や景観に配慮し、市民の健康づくりにも
寄与する良好な住宅地の形成を図ります。
住居系市街地候補ゾーン

本市の骨格を形成する２本の南北軸の内側において、都市拠点から概ね徒歩圏内に位置し、既存ストッ
クの活用ができる地区では、集約型都市構造の構築に資する新たな住宅地の形成を図ります。

産業系市街地ゾーン
市街化区域における工業地では、本市の広域的な交通利便性を生かして、工業・物流機能の強化を図

ります。
産業系市街地候補ゾーン

高速道路のインターチェンジ周辺や幹線道路沿いの地区では、広域交通条件に恵まれた本市の交通
利便性を生かして、緑豊かな新たな産業地の形成を図ります。

農地保全ゾーン
市街化調整区域に広がる農地や点在する居住地では、優良な農地を保全するとともに、居住地の生
活環境や営農環境を維持します。
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将来都市構造図
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土地利用計画図
（現在） （改訂）

桜木地区
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公園・緑地配置図
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桜木地区
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